













































































































平均 3.3 億元の消費者余剰の増加が発生し，それは，年平均 1.4 億元の生産者余剰の減少を相殺し
て余りあるため，年平均 1.9億元の社会的便益が生み出されたことが明らかになった。結果として、
これらの政策の実施が全体としては正の社会的便益を生み出し、推進すべき妥当な政策であること
が分かった。 
総じて、本論文からの全体的含意としては、中国において実施されて来た森林・林業政策は森林
資源の増加、生態環境の改善、林業の持続的経営、木材産業の発展、木材貿易の拡大などの多くの
側面で大きな変化をもたらし、経済社会の発展と生態建設に重要な役割を果たすものであり、これ
まで実質的な貢献をしてきたが、幾つかの改善の余地も含んでいると言える。 
